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■安倍政権は嘘つき！ これってホントにテロ対策？

現代版の治安維持法だ ！

共謀罪は、国際的組織犯罪防止条約締結に向けた国内法整備として、これま

で3度も国会に上程され、“現代版の治安維持法”だとの批判によって、3度

も廃案になった稀代の治安弾圧法です。本日、安倍政権はこの危険な共謀罪を

テロ等準備罪と名前を変えて閣議決定し、国会に上程しようとしています。し

かし、名前を変えてごまかそうとしても、その内容は、まぎれもなく共謀罪そ

のものです。嘘つき安倍・森友疑惑の安倍の暴走を止めなければなりません！

安倍政権は、共謀罪の“立法事実（法律の必要性や正当性を根拠づけるもの）

がない”という批判や、“共謀罪は近代刑法原則を破壊する”という当然の批

判をかわすために、絶対に“共謀罪”という名を使わず、“20年東京５輪成

功にはテロ対策が必要だ”とし、その成立を強行しようとしています。しかし、

５輪開催国のどの国が、刑法を実質的に全面改悪してまで開催したでしょうか。

また条約批准国で、共謀罪を新設したのはわずか２カ国に過ぎません。安倍首

相らが言う“テロ・組織的犯罪集団”とは政権批判者の別名です。戦争や弾圧・

差別・格差に反対する声が“テロ”なのです。既に答弁で、普通の団体、普通

の人が共謀罪の対象になり得ると公言しています。

■“やっちまえ”で犯罪！ スマホ「既読」で犯罪！

人と本音で話せなくなる！

与党内からも挙がっている“対象犯罪が広すぎる”“思想処罰では”という懸

念への対策として、“テロリスト集団の文言を条文に入れる”“対象犯罪を絞り

込む”“準備行為を要件に加えて簡単に逮捕できなくする”とし、あたかも悪法

に縛りをかけ、権力の濫用を防ぐことができたかのような体裁をとり繕い、何

としても成立させようとしています。

しかし共謀罪の危険性は、対象犯罪の数や要件の問題ではありません。共謀

罪は（法益を侵害する）実行行為を処罰するのではなく、考えたこと・話し合

ったこと自体を処罰する危険な思想処罰法です。しかも、2006年の上程時に、

自民党が対象犯罪限定を含めた民主党修正案を丸呑みし“小さく生んで大きく

育てる”やり方を採ろうとしたように、いったん共謀罪を成立させてしまえば

後々、肥大化していくことは、治安維持法や改悪された盗聴法の例をみるまで

もなく明らかなことです。また“準備行為”とされているものは、「ＡＴＭで預金をおろした」

「（下見の）地図を買った」など、何時でも誰でもやりそうなことにすぎません。あなたの関係す

つながる心に手錠はかけられない！

危 な い 共 謀 罪 の 閣 議 決 定 を 許 さ な い ！




